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地 機 【UGF-2】

調査年月日

調査地

民族名

1999年7月8日

カ イ ラ ゴ チ(Qairagoch)村

.ウ ズ ベ ク(Uzbek)

タ シュケ ン ト

カイラゴチ

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

構成部品

 経糸保持具

開口具

緯打具

経糸整列具

その他

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

.地 機

木,鉄(前 部 経 糸 保 持 棒)

全 長436cm,全 幅26cm,全 高16cm

固 定式

平 整 経 式

綜 続 ・開 口 保 持 棒 可 動 式

'前 部 経 糸 保 持 棒(杭)

<図UGF-2-a-1>

後 部 経 糸 保 持 棒(杭)

<図UGF-2-a-2>

輪 状 綜 続 く図UGF-2-a-3>

開 口 保 持 棒 く図UGF-2-a-4>

刀 状 緯 打 具 〈図UGF-2-a-5>

<写 真UGC-1-5>

.<図UGF-2-a-6><写 真UGC-2-b>

.経 糸 支 持 台 く図UGC-2-a-7>

:経 縞織 と経糸浮織(昼 夜織)の 併用

:経 畝 組 織

:羊 毛

:紐

436cm

3.6cm

調査メモ

この地機では、細紐が織 られている。構成部品は、

いずれも簡単なもので、前部経糸保持棒としては太

めの針金で作 られたペ グ、後部経糸保持棒としては

釘が使われている。 また、緯打具には、刃の部分が

磨 り減った果物用の小 さなナイフが使用 されてい

た。経糸は上糸18本 と下糸18本 で構成 されてお り、

18本の上糸は、経糸整列具の棒にわたして、振 り合

わせた2本 の糸のあいだに1本 ずつ通され、均等な

間隔に揃えられていた。なお、経糸整列具の棒 と開

口保持棒は、両端 をひとまとめにして、 くくり合わ

されていたく写真UGF-2-3>。 機織 りでは、経糸の

下に洗面器を置いて、経糸の張力を調整するととも

に、織 りやすい高さをかせ ぐための経糸支持台とし

ていたく写真UGF-2-2>。 また、開口具の設置方式

は、綜続 と開口保持棒がともに可動式である。経糸

の開口操作では、開口保持棒を手前に引き寄せるこ

とによって、経糸を開口させ、開口保持棒を遠ざけ、

綜続を引 き上げることによって、経糸を逆開口させ

ていた。なお、経糸浮織には紋綜続は使われておら

ず、模様は指で経糸をす くい取って織 り出していた。

織 り手
'女 性1人

UGF-2-a 構 造 図
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UGF-2-3 開 ロ 保 持 棒 一a,経 糸 整 列 具 一b

UGF-2-1 全 景

UGF-2-4 逆 開 ロ の 操 作

UGF-2-2 経 糸 の 打 ち 込 み UGF-2-5 製織途 中の織物 と緯打具
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地 機 【UGC-1】

調査年月日

調査地

民族名

1999年7月4日

コ ラ ング ル(Qorangul)村

ウ ズ ベ ク(Uzbek)

タ シ ーケ ン ト、

コラン グル

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

'地 機

木

全 長826cm,全 幅107cm,全 高43cm

固 定式

輪 状 整 経 式

綜 続 固 定 ・開 口保 持 板 可 動 式

構 成 部 品

 経 糸 保 持 具 .前 部 経 糸 保 持 棒(杭)

        <図UGC-1-a-1>

        後 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図UGC-1-a-2>

 経糸間接保持具 後 部 経 糸 保 持 棒 繋 留 用杭(2本)

        <図UGC-1-a-3>

        後 部 経 糸 保 持 棒 繋 留 用 紐

        く図UGC-1-a-4>

 開 口具    輪 状 綜 続 く図UGC-1-a-5>

        開 口 保 持 板 〈図UGC-1-a-6>

 綜 続 固定 具   (2本)<図UGC-1-a-7>

 緯 入 具    棒 状 緯 入 具 く図UGC-1-a-8>

 緯 打 具    刀 状 緯 打 具 く図UGC-1-a-9>

        <写 真UGC-1-6-c>

 開 口部 記 憶 紐:<図UGC-1-a-10>

 経 糸 整 列 具  く図UGC-1-a-11>

 そ の他    ク ッシ ョ ン<図UGC-1-a-12>

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

経縞織

経畝組織

羊毛

カーペ ット

経 糸全 長   1540cm(全 周)

織 巾A        :32cm

織 り手 女性1人

調査メモ

機織 りは、屋外のブ ドウ棚の下でおこなわれていた。

この地機の後部経糸保持棒は、両端が2本 の繋留用

の杭 を介 して紐で繋がれてお り、紐で引き締めるこ

とによって、経糸の張力が調整されている。輪状綜

続の綜続糸がかけられている綜続棒の両端には、穴

があけ られてお り、逆Y字 形の綜続固定具が挿 し込

まれている。経糸整列具の棒は経糸の下面に渡され

てお り、経糸は棒にらせん状に巻いた紐で締め付け

て固定されている。織 り始めの段階では、織 り手は

後部経糸保持棒 を前 にして座って機織 りをしていた

が、織 り進むにしたがって、開口具などの部品を前

に移動させるとともに自らも移動 し、織った布の上

に座って機織 りを続けていた。経糸の開口操作では、

開口保持板を寝かせた状態で遠ざけることによって

経糸が逆開口し、開口保持板を手前に引き寄せて起

こすことによって経糸が開口する。ただし、逆開口

をおこなう場合には、経糸がか らみ合って口が開き

にくいことから、経糸を手のひらで押す という補助

的な操作を必要 としている。なお、緯入具は棒状、

緯打具は刀状 を呈している。

UGC-1-a 構 造 図
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UGC-1-1 開 ロ保持板 による経 糸の開口

曲    ρ         、                                                                                                           6

       UGC-1-4 全 景

  h                                                                              m         軌

UGC-1-2 緯糸を通すための開ロ部の拡大

UGC-1-5 経糸整列具一a,開 ロ部記憶紐一b

UGC-1-3 固定綜 続によ る経糸の逆開 ロ

UGC-1-6 開 口 保 持 板 一a,輪 状 綜 続 一b,

緯 打 具 一c,緯 入 具 一d
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地 機 【UGC-2】

調査年月日

調査地

民族名

1999年7月5日

エ シ ュ ボ ル デ ィ(Eshboldi)村

トル ク メ ン(Turkmen)

タ シーケ ン ト、

エシュボルデ ィ

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

地機

木

鉄(前 部経糸保持棒,後 部経糸

保持棒繋留用杭)

全長990cm,全 幅80cm,全 高40cm

固定式

輪状整経式

地組織用開口具

一綜続固定 ・開口保持板可動式

浮組織用開口具

一綜続可動式

構成部品

 経糸保持具  前部経糸保持棒(杭)

        <図UGC-2-a-1>

        後部経糸保持棒(横 木)

        <図UGC-2-a-2>

 経糸間接保持具:後 部経糸保持棒繋留用杭(2本)

        <図UGC-2-a-3>

        後部経糸保持棒繋留紐

        く図UGC-2-a-4>

 開口具    輪状綜続(地 綜続)

        <図UGC-2-a-5>

        輪状綜続付属糸綜続(紋 綜続)

         (2本)<図UGC-2-a-6>

        開口保持板く図UGC-2-a-7>

 開口補助具  浮織 用経糸す くい板

        く図UGC-2-a-8>

 綜続固定具   (2本1組)<図UGC-2-a-9>

 緯入具    棒状緯入具く図UGC-2-a-10>

 緯打具    刀状緯打具く図UGC-2-a-ll>

開口部記憶紐

経糸整列具

その他

製織中の織物

 織技法

地組織

素材

用途

経糸全長

織幅

織り手

<図UGC-2-a-12>

<図UGC-2-a-13>

ク ッ シ ョ ン<図UGC-2-a-14>

.経 縞 織 と経 糸 浮 織(昼 夜 織)の

併 用

経 畝 組 織

羊 毛

カー ペ ッ ト

2000cm以 上(全 周)

41.5cm

女性1人

調査メモ

機織 りは、住居の一角にある土間でおこなわれていた。

この地機の後部経糸保持棒は、両端が2本 の繋留用の

杭を介 して紐で繋がれており、紐を引き締めることに

よって、経糸の張力が調整されている。開口具のうち、

綜続には輪状綜続のほかに、輪状綜続の綜続糸に付属

した2本 の糸綜続がある。輪状綜続の綜続棒の両端に

は、穴があけられており、逆Y字 形の綜続固定具が挿

し込まれている。輪状綜続は地組織用の綜続で、2本

の糸綜続は経糸浮織(昼 夜織)用 の紋綜続として機能

している。輪状綜続は固定式であり、経糸の開口操作

では、開口保持板を寝かせた状態で遠 ざけることに

よって経糸が逆開口し、開口保持板を手前に引き寄せ

て起こすことによって経糸が開口する。ただし、逆開

口をおこなう場合には、経糸がからみ合って口が開き

UGC-2-a 構 造 図
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にくいことから、経糸を手のひらで押すという補助的

な操作を必要としている。 ・方、糸綜続は手前に引く

ことによって、浮織に関係する経糸が引き上げられる。

また、糸綜続によって引き上げられた経糸のあいだに

は、開口操作を補助するために経糸すくい板が挿入さ

れる。<写 真UGG2-5>。 経糸整列具の棒は経糸の ド面

に渡されており、経糸は棒にらせん状に巻いた紐で締

め付けて固定されている。織 り始めの段階では、織り

手は後部経糸保持棒を前にして座って機織 りをする

が、織り進むにしたがって、開口具などの部品を前に

移動させるとともに、自らも前に移動し、織った布の

ヒに座って機織 り作業を続けていた。緯入具は棒状、

緯打具と経糸す くい板は刀状を呈している。
UGC-2-4 全 景

UGC-2-1織 り手 UGC-2-5 輪状綜 続付 属糸綜続の操作

UGC-2-2経 糸 すくい板 で経 糸をす くい取 る

UGC-2-3 前部経糸保持棒 UGC-2-6 製織 途中の織物 と開 ロ装置
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